
授業実施評価レポート 

 
2022年度 総合人間社会コース 

 

１．2021年度の状況 

①成績評価アンケート 

 成績評価アンケートの結果は、概ね良好であったが、アンケート対象である 2～4年生の総合人間

社会コースの学生が 40名中、回答した学生が 4名と少なかったため、教務・共通教育部会から、引

き続き適切な評価を行えるよう、コース内で相互に確認していくことが求められた。 

アンケートに答えた学生が少なかった点については、今後は正確な結果が導き出せるようにゼミ

担当者が積極的に指導し、アンケート回収率を上げる必要があると判断された。 

 

②成績分布及び受講者数 

1. 「個人情報法制」および「プログラミング演習」は受講者数が５名以下であったが、本年度より

取得が可能となった情報の教員免許の教科、及び教科の指導法に関する科目に位置づけられたこと

から、現状では問題ないと判断された。 

2. 「問題解決演習」、「人的資源管理論」は Sと A で 90％を超えている。また「キャリア論」、「組

織マネジメント」は S が 50％を超えており、上位成績者が多く、偏りが見られる。コース会議で確

認したところ、これらの科目については、特に就職活動に影響する科目であるため、授業内で一定

の水準にまでトレーニングを行って評価されていることから、問題ないと判断された。「キャリア論」

については、受講生 10名中 4名（40％）が無資格となっているが、民間企業を希望する学生が教職

課程の内容と知らず履修していることから、今後はシラバス表記をより科目内容が分かるようにし、

さらに初回の授業において学生が理解できるよう説明をより丁寧にする対策を取ることとなった。 

 

③その他 

 履修要件を満たす学生には、年度末に「学修証明書」の交付を予定した。 



２．2021年度レポート対応プランの結果 

 21 年度は、以下の 2点について検討し、計画した。 

➀成績評価については、回答数が少なかったことから、先ずは総合人間社会コースを選択している

学生の回答率を上げるよう、該当学生に周知していくこととした。 

②受講者数が少ない科目はコースの専門性に特化した科目であり、総合人間社会コースを選択して

いる学生が少数であることから、先ずはコースを選択する学生数と合わせて受講者数の変化につい

て検討していくこととなった。 

 

➀については、22年度も回答数が少なく、十分な周知がなされていなかった。 

 ②については、受講者数の変化は見られなかったことから、特化した科目の学生数の増減がなか

った。 

 

３．対応プラン 

①成績評価については、昨年同様回答数が少なかったことから、総合人間社会コースを選択してい

る学生の回答率を上げるよう、オリエンテーションでしっかりと周知してもらい、かつゼミ担当者

が当該学生に周知していく。 

②受講者数が少ない科目はコースの専門性に特化している科目であり、本年度より教職科目に位置

づけられた科目であることから、推移を見ていく。 

 

添付資料 

・成績評価アンケート結果 

・科目成績分布および受講者数 

・カリキュラムマップ及びカリキュラムツリー 

 

 

 



＜総合人間社会コース成績評価アンケートの結果＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

＜科目成績分布および受講者数＞ 

＊集計からはゼミ・卒業論文は除いております。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 



2022 年度 カリキュラムマップ(総合人間社会コース) 

 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

情報数学 2 講義 石崎　龍二 〇 〇 〇

プログラミン
グ概論

2 講義 石崎　龍二 〇 〇 〇

Web デ ザ イ
ン演習

1 演習 柴田　雅博 〇 〇 〇

情 報 ネ ッ ト
ワーク論

2 講義 柴田　雅博 〇 〇

データ ベー
ス論

2 講義 柴田　雅博 〇 〇 〇

プログラミン
グ演習

1 演習 柴田　雅博 〇 〇 ○ 〇

情報検索シ
ステム論

2 講義 柴田　雅博 〇 〇

問題解決演
習

1 演習 神谷 英二 ・森脇 敦史・井上 奈美子 ○ ○ ○ ○

人的資源管
理論

2 講義 井上　奈美子 ○ ○

キャリア論 2 講義 井上　奈美子 ○ 〇

組織マ ネジ
メント

2 講義 井上　奈美子 〇 〇

ビジ ネス倫
理

2 講義 神谷　英二 ○ ○

個人情報法
制

2 講義 森脇　敦史 〇 〇

情 報 ネ ッ ト
ワーク演習

1 演習 柴田　雅博 ○ ○ ○
マルチメディ
ア論

2 講義 柴田　雅博 ○ ○ ○
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総合人間社会コース科目 2022年度
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データサイエンス・プログラム キャリアマネジメント・プログラム

DP1 DP2 DP3 DP4

□現代において求められる幅広い基礎的教養を有して
いる。

□人間と社会に関する基礎的な知識を有している。

□現代において求められる汎用的技能を身に付けてい
る。

□人間と社会に関する諸科学に必要な技能や先行研究
や各種の資料を適切に収集し、分析する技能を身に
つけている。

□現代における諸問題について、幅広い分野の知識を
もとに、必要な情報を収集、分析し、表現すること
ができる。

□人間と社会に関する諸問題について、論理的に思考
し、判断することができる。

□人間と社会に関する諸問題について、自らの考えを
適切に表現することができる。

□異なる文化や価値観を理解し、これらを尊重しなが
ら他者と共に生きていく姿勢を身につけている。

□人間と社会に関する諸問題について、主体的に取り
組む力を身につけている。

□人間と社会に関する諸問題について多様性を尊重し、
多様な人々と協働する力を身につけている。

知識・技能 思考・判断・表現 主要性・多様性・協働性

総合人間社会コース カリキュラムツリー
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